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モロヘイヤのカルシウムのキャラクタリゼーション

○武庫龍女大生活環境石井裕子・食品環境科研滝山一善

　目的　モロヘイヤは1 980年代に入って日本でも利用され始めた植物である.ビタミ
ン・ミネラル（特にカルシウム，鉄）などの栄養に富む野菜として急に脚光を浴び，野菜
そのものとしてさまざまな調理法で食されたり種々の加工品にまで利用されている.我々

は数年来,野菜のカルシウムが消化吸収されやすいかどうかを検討するために野菜のカル
シウムの特1生を研究している．今回はモロヘイヤのカルシウムについて検討した．
　方法市販のモロヘイヤを使用した．モロヘイヤは洗浄後，水分を除去し細切した.水

200iiilを沸騰させ.5gの細切試料を加え一定時間沸騰抽出後小試験管に抽出液の一定量を
採り，急冷後DlSMIC-25で濾過して爽雑物を除去し，次にMOLCUT-Lを用いて除タンパクし
た．別に5gの細切試料をO.IM塩酸200inl中に浸潰し，時々振り混ぜ一定時間後溶液の一部
を採取し,同様に濾過して塩酸抽出試料溶液とした．カルシウム及びシュウ酸をイオンク
ロマトグラフ法で測定した．一方,モロヘイヤの葉の切片をそのまま走査電子顕微鏡観察
しシュウ酸カルシウム結晶の形態分析を行った．

　結果沸騰水抽出では試料中の遊離状態で存在しているカルシウム及びシュウ酸がすべ
て抽出されたものと推定される. 0.lM塩酸抽出では４～５時間経過後，最大一定値を示す卜

このときにはシュウ酸カルシウム結晶も溶解し,試料中の全シュウ酸が抽出されたものと
推定される.試料lOOg中に全シュウ酸は348mg,遊離シュウ酸は119ing.従ってシュウ酸カ

ルシウム結晶は380mgとなった．シュウ酸カルシウム結晶中のカルシウムは104mgであり，
栄養上有効なカルシウムは３ ０ 6 ragと推定された. ﾉJ咆菜，大根葉の1～1.5倍であった．

2 Da－2 中高年女性に対する骨粗程症予防運動教室の効果

　　・日本女大家政　○塚原典子　江津郁子　･新潟県中条町役場　村木淑子

　　･新潟大学医学部　関口秀雄　山本智章　谷渾龍彦　高橋栄明

＜目的＞　中高年女性の健康づくりにおいて、骨粗義症の発症およびそれに起因する骨折

を予防し、自己のQuality of lifeの向上を図ることは、極めて重要である。したがって、

これら女性を対象とした本症予防に対する保健指導等の啓蒙活動をいかに効果的に進めて

いくかは、今後の重要かつ急務な課題といえる。そこで、本研究では、骨粗程症予防教室

における中高年女性の骨密度および食生活にういて経時的観察を行い、本症予防に対する

保健指導の効果について検討した。

＜対象・方法＞　対象は健常中高年女性で、月１回の骨粗義症予防のための運動教室に参

加している運動群60名、対照として本症予防に対する指導を全く受けていない自然観察群

53名である。全対象者に対し、ＤＸＡ法による腰椎骨密度測定(Hologic,QDR-1000/W,L2-L

4)を初回、その半年後および１年後の３回実施した。また３日間の食事調査による主な栄

養素等摂取状況の調査も行い、１年間の経時的観察を試みた。

＜結果＞　１年間の経時的観察において、運動群は、自然観察群に比べ、加齢および閉経

による腰椎骨密度の減少率の抑制が示され、さらには主な栄養素等摂取量の改善も認めら

れた。以上より。骨粗義症予防に対する保健指導の一環としての月１回の運動教室の実施

は、骨粗義症予防に対する継続的な保健指導として効果的であると考えられる。
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